スピーカー システム 


取扱説明書 


S-EU5TB 


P の OGsr 


このたびは、パイオニアの製品をお買い求めいただをましてま 
ことにお0がとラございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正し<お使いください。 
なお、「取扱説明書」は「保証書」、「ご相談窓口 •修理窓 □ 
のご案内」と一緒に必ず保管してください。 


- ままに正しくお使いいただくために - 

給表巧にごいて 

この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正しく 
お使いいたださ、あなたや他の人々へのち害や財産への損書 
を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。 
その表示と意巧は次のよラになっています。 

内容をよく理解してか5本艾をお読みください。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取り 
扱いをすると、人び損害を負う巧 
會自性び想定される内容および物的 
損害のみの発生び想定される内容 
を示しています。 


給表示の例 

A A 記号はを意（警告を含む）しなければな6ない 

/!\ 内容であることをおしています。 


Q 

〇 


(55 記号は禁止（やってはいけないこと）を示して 
います。 

参記号は行動を強制したり指おする内容を示して 
います。 


音のエチケット 

楽しい音楽わ時と場所によっては気になるちので 
す。隣近所への思いやりを十分にいたしましょ 
ラ。ステレオの音量は貴ちのむがけ次第で大さ< 
わルさくちな0ます。 

とくに静かな夜間にはルさな音でも通りやすいも 
のです。夜間の音楽鑑賞などには特に気を配りましょう。近所へ 
の音び漏れないように窓を閉め、おちいにむを配り、快い生活環 
境を守りましょう。 

キャビネットのお手入れ 

通潮ま、柔らかい布で乾拭きしてください。巧れびひどい場合は 
水で己〜目倍に薄めた中性洗剤に柔5かい巧を浸してよく絞った 
後、ちれを拭き取り、その後乾いた巧で a いてください。アル 
コール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着すると印刷、塗 
装などびはげることびありますのでごミ主意ください。また、化学 
ぞうさん等をお使いの場合は化学ぞラきん等に付属のミ主意事項を 
よ < お読みください。 



ご使用の前に 

0このスピーカーシステムの公称インピーダンスは、 SQ で 
す。負荷インピーダンスび4〜1目抑のステレオアンプ（ス 
ピーカー出力端子に4〜1目£2の表示びあるちの）へ接続し 
てお使いください。 

• 振動板は、外力により強し備撃をちえますと破損することび 
あります。振動板には手を触れないでください。 

A スピーカーを過大入力による破損か5守るため下記の注意事 
項をお守りください。 

• 許容入力の入力をいれない。 

♦ 本機を含む AV 機器をアンプへ接続するとをはアンプの電 
源を日 FF にする。 

♦ グラフィックイコライヴーで高音を大幅に増強する場合、 
音量を上げ過ぎない。 

♦ ル出カアンプで無理に大さな音を出さない（アンプの高調 
波歪び増え、スピーカーを破損することびある）。 


A 注意 


殿園 

• ぐ5ついた台の上や傾いたところなど不安定な場所 
に置かないでくださし'>。落ちたり、倒れたりしてけ 
がの原因となることびあ0ます。 禁止 

• テレビ、オーディオ機器等に本機を接続する場合 A 

は、各々の機器の取扱説明書をよ<読み、電源を切 /!\ 
り、説明に従って接続してください。また、接続は ま意 
指定のコードを使用してください。 

• 本機の上にテレビやオーディオ機器を乗せて移動し 
ないで<ださい。倒れた0、落下してけびの原因と 
なることびあります。持ち運びは重いので2人し : LL ^止 
で巧って < ださし、。 

■ 壁や天井に取り付けたり、棚の上など高い所に設置し ( r \ 
ないでください。グリルは取りはずし可能な構造なの 〇/ 
で、きちんと取0付けていないと、グ U ルびはずれて 禁止 
落ちたりしてけびの原因になることびあります。 

瓶用方法] 

• 長時間音び歪んだ状態で使わないでください。ス 
ピーカーび発熱し、火災の原因となることびあり 
ます。 禁止 

• 本機に乗ったり、ぶら下げった0しないでくださ 
し、。特にお子様はごを意<ださい。倒れた0、こわ 
れた〇してけびの原因になることがあ0ます。 禁止 

• 本磯の上に重しあのや列枠からはみ出るような大きな 

ちのを置かないで<ださい。ノ（ランスび<ずれて倒れ v,v 
たり、落下してけがの原因となることがあります。 禁止 






和室など壁び透過性の場合は、スピーカーシステム背面をで 
きるだけ壁に添わせるか、反射性の物を背面に設置すること 
をおすすめします。 

左ちのスピーカーシステムの前面びテレビ等の画面となるベ 
く同一平面になるように置いてください。 

テレビ等の画面と組合わせて、よ0良好な広がりのあるサウ 
ンドを実現するためには、テレビ等の画面を左ちのスピー 
カーシステムの中央に設置し、左ちのスピーカーシステムを 
聴取位置か5約己日0〜目日°の角度に設置するのび理想的な置 
さ方です。 

洋間など壁面び反射または共振しやすい部屋では壁面には 
カーテンで、また床面へはジユータンなどで処理することを 
おすすめしまず。カーテンは部屋の隅まで入れると音のこち 
りげ少なくなります。またスピーカーの対向面び固い壁の場 
含ち厚手のカーテンで処理をすると定在波の発生を防ぎ良い 
結果び得5れます。 


0設置上のミ主意 


スピーカーシステムは重いため、不安定な場所に設置するの 
は大変ち険ですのでおやめください。 


グリルネットの着脱 

このスピーカーシステムは前面のグ U ルネットを取りはずすこと 
びできます。グ U ルネットを着脱するときは、次のように巧って 
<ださし、。 

1. はずすときはグリルネットの下側を両方の手で持ち、手前に 
軽く引っぱってグ U ルネットの下側をはずします。 

2. 同じよラに、グ U ルネットの上側を手前に引っぱるとグ U ル 
ネットは本体か5はずれます。 

3. 取り付けるとをは、グ U ルネットの四隅にある突起部を本体 
の巧部に含わせて、押し込みます。 

* グ U ルネットは1本のスピーカーにつき、上側と下側で2枚付 
属しています。グ U ルネットには上下びありますので、取り 
付けの際ごを意ください。 

グリルネット 


網目の方向を図のよ 
うにして取り付ける 


設置について 


• スピーカーシステムの再生音は、リスニングルームの条件に 
よって微妙に影響を受けやすいものです。設置する場所を考 
慮し、最適な状態でご使用ください。 

• 付属のネジを使って固定金具を裏板のネジ巧に取0付けます。 


0 ---^ 


固定金具にヒモやチェーンを使用して、確実に本機を柱や壁に 
固定してください。また、固定する柱や壁は、スピーカーシス 
テムの重量に十分に耐える強度びあることを確認してくださ 
し、。固定した後は、必ず転倒しないことを確認してくださし、。 
転倒した場含、故障の原因となることびあります。 

裏板に取り付けた固定金具を、直接壁に掛けないでくださ 
し、。この金具は転倒防止のため、ヒモやチェーンを使巧する 
隙にご利巧 < ださい。 


ヒモやチェーンなど 


固定金具 . 


く本機裏面> 


ヒモやチェーンなど 


必ず2本のヒモやチェーンを固 
定金具に取り付けて、上の方に 
開いて固定してください。 


この スピーカー システム 
は、約] 3.41<呂の重量び 
ありますので設置場所は 
床面のしっか0した場所 
を選び、壁面からは、図 
におす程度の距離を目安 
にして設置してくださ 
い。 

後壁か5の距離で低音の 
量感が調整でさます。側 
壁か5の距離で左ちの音 
質差がないよラ調整して 
<ださい。 

左ちのスピーカーは U ‘ 
スニングポジションに 
対し等距離になるよラ 
設置すると自然なステ 
レオ感び得られます。 
スピーカーコードち同 
じ長さになるよラにし 
て < ださし、。 



已〇 ~ 60 /■ 




組み立て、取り付けの不備、取り付け強度不足、誤使 
用、天災などによる事故損傷については、当社は一切 
責任を負いません。 





























コードの接続 

1. スち1ピ：^ア；^；7の電源スイッチを切ってくださし、。 

(POWER OFF) 

2. スピーカーシステム裏側の入力端テ(下側)へ、スピーカー 
コードを接続します。入力端テの極性は赤びプラス(十)、黒 
びマイナス(一)です。 

3. スピーカーコー ドをアンプの スピーカー 出力端子につなぎま 
す。（詳しくは、アンプの取扱説明書を参照してください。） 


短結コード 

手で下側の入力端子のツマ S を左 
( f )) に回してゆるめ、スピーカー 
コー ドの先端を端子の巧に差し込 
み、短絡コードと共にツマミを締 
めます。 

■ 本機の入力端テはバナナプラグでの接続ちできまず。 

♦ 端テに接続したあとコードを軽く引いて、コードの先端が端 
テへ確実に接続されていることを確かめてください。不完全 
な接続は、音びとぎれた0、雑音び出た0する原因とな0ま 
す。 

♦ コードの芯線びはみ出して、芯線どうしび触れたりするとス 
テレオアンプに過大な負荷び加わって動作び停止したり、故 
障することがあ0ます。 

♦ ステレオアンプに接続したとさに、片方（ちまたは左）のス 
ピーカーシステムの極性（十、一）を間違ってつないだ場 
合、正常なステレオ効果び得5れなくなります。 



■ バイワイヤリング接続 

本機は、バイワイヤ U ング接続び可能です。スピーカーコードは 
片チャンネルあた01氏音巧と高音用のそれぞれに2本ぶ、要です。 
低音巧と高音用にそれぞれ異なったコードを使用し、変化のある 
音色を楽しむことちでさます。 

1. ステレオアンプの電源スイッチを切ってくださし、。 

(POWER OFF) 

2. 入力端テの2本の短絡コードを外します。（高音用スピー 
カーと低音巧スピーカーび分割される）外した短絡コードは 
なくさないよラに、大切に保管してください。 

3. 入力端テの上3つには高音用、下2つには低音巧コードをそれ 
ぞれ接続します。 



4. アンプか5のコードは図のよラに接続してください。この 
際、コードの極性を逆にすると量し<音質を損なラのでま意 
して < ださい。 



己.通常の接続に戻す場合は、すべてのスピーカーコードを外し 
てか5、元のとお0短絡コードを取り付けてください。万 
一、短絡コードを紛失した場合は短く切ったスピーカーコー 
ドで代巧することびできます。 


■ バイアンプ接続の場合 

さ5にグレードの高い接続まとしてバイアンプ接続びあります。 
バイワイヤリングの時と同様に入力端テ板の短絡コードを完全に 
外した状態で、低音巧入力端テには低音専用アンプの出力を、高 
音用には高音専用アンプの出力を接続します。 


高音用アンプ 



R ch L ch 


ほ音用入力端子 



出力音圧指向周波数巧性/高調波重率巧性 

出力音旺お向居!液巧/高調液更率特性 


10 100 1k 10 k 50 kHz 

ご注意 

• 本機は、テレビとの近接使用び可能なスピーカーシステムで 
す。設置のしかたによっては、色む5び生じる場合びありま 
す。その場合は、一度テレビの電源を切り、1己〜3日分後に 
再びスイッチを入れてください。テレビの自己消磁機能によ 
り、画面への影響び改善されます。その後わ色むらを発生す 
るような場合には、スピーカーを更に離してご使用くださ 
し、。近くに磁石磁気を発生するちのび置かれている場合に 
は、本機との相互作巧によ0、テレビに色むらを発生する場 
合びありますので、設置にごを意ください。 


仕様 

形式 ....... の相反転式、 I -ールボーイフ□ア型防磁設計 ( J 曰 TA ) 


スピーカー 構成 . 2 ウェイ 方式 

ウーファー . 14 cm コーン型 X 2 

トゥイーター .2.5 cm ドーム型 

公称インピーダンス . 8 £2 

再生周波数帯域 . 40〜2日，日00 Hz 

出力音圧レベル . 87 d 巨 

許容入力 

最大入力 (J 曰 TA). 130 W 

ク□スオーバー周波数 .4 kHz 

外形寸法 . 19曰(幅) X 1032(高) X 289(奥巧） mm 

質量 . 1 3.4 k 旨 （1 個) 

付属品 . スピーカーコード (3 m) X ] 

保証書 X ] 

ご相談窓 □- 修理窓□のご案内 X ] 
固定金具 X ] 
ネジ X ] 
取扱説明書 


• 上記の仕様およびが観は改良のため予告なく変更することび 
おります。 



保証期間中（一年間）、および保証期間経過後の修理についてはお買い上げの販売店、または最寄〇の当社サービスステーションにご 
相談ください。所在地、電話番号は別添の「ご相談窓□•修理窓□のご案内」をご賣ください。なお、本機の補修用性能部品のホ最低 
保有期間*は、製造巧切媛8年間です。 

ホこの期間とは通商産業省の指導によるちので、補修用性能部品とは本機の性能を維持するために必要な部品です。 


•パイオニアホームぺージ ：お客様サポート http :// www . pioneer . co . jp / support / index.html 

(商品についてよくあるお問い合わせ-カタログの請ポ-メールマガジン登録のご案内など） 

<下記窓口へのお問い合わせの時のごま意 > 市外局潭「0070」で始まる IIh ? フり-フォン及び「0120」で始まる^フり-グイサルは、 PHS 、 携帯電話などからは、ご使用になれません。 
また、【一般電話】は、携帯電話 - PHS などからごが用可能ですが、通話料がかかります。 


商品のご購入や取り扱いについてのご相談窓口 


カスタマーサポート七ンター(全国共通フリーフオン） 

受付月曜〜金曜9 : 3 0〜17 : 0 0、±曜 ■ 日曜-祝日9:30〜12:00、13:00〜 

17:00 

(势社休業日は除く） 


•家庭用オーて‘ィオ/ビジュアル商品のご相談窓□およびカタ □ グのご請ポ窓口 

y 

0070 -800-8 

18 1-22 

一般電話 

[一般電話】 

03-5496-29 

8 6 

•ファックス受付 


03-3490-57 

18 


修理についてのご相談窓 □ 

♦お買い求めの販売店に修理の依頼が出来ない場合は、 修理受付七ンター へ(沖縄の方は、沖縄サービスステーションへ） 

修理受付七ンター（沖縄県を除く全国） 

受付月曜〜金曜9:30〜19:00、±曜-日曜-祝日9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

電話（フト グイか レ）画0120-日一81028 ファックス（フ り-グイ ヤル）函01 2 0 - 5 - 8 1 0 2 9 

—般電話 03-5496-2023 

冲縄サービスステーション（沖縄県のみ） 

受付月曜〜金曜9 : 3 0〜18 : 0 0 (±曜.日曜-祝日■弊社休業日は除く） 

—般電話 098-879-1910 ファックス 098-879-1352 
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